
一緒に使用するメーターやアドバンスコントロールユニットの取扱説明書も合わせてお読みください。

保守・点検・保証・アフターサービス
■保証書・保証規程について
本製品には本書とは別に保証書が入っております。また、保証書の裏面に保証規程を記載しております。本
製品は保証規程の内容に従って保証されます。よくお読みになり、記入事項をご確認の上、大切に保管して
ください。保証書の提示がない場合は、保証期間内であっても保証対象外となります。

■保証期間
保証期間はご購入から1年です。ご購入いただいた販売店が保証書に記載されていることをご確認くださ
い。記載がない場合は、ご購入いただいた販売店へお問い合わせください。詳細は保証規程をご覧ください。

本製品を使用されて発生した違反、事故等に関するもの、誤配線等、本製品の製造不良以外による車
両トラブルについては一切責任を負いかねます。
危険ですのでご自身では修理しないでください。保証の対象外となるだけでなく、故障・事故の原因となります。

■補修用性能部品の最低保有期間
当社は本製品の補修用性能部品を製造打ち切り後 3 年間保有しております。
（性能部品とはその製品の機能を保持するために必要な部品です。）

■検査依頼について
取り付けた製品の調子がおかしい、または動作がおかしくなったと感じた場合はお買い上げいただいた
販売店に検査をご依頼ください。Defi 製品は車両への取付・配線作業が発生するため、お客様からの直
接の検査ご依頼は受け付けておりません。検査・修理は Defi 製品の販売店にご依頼くださいますよう
お願いいたします。

引っ越しや販売店の閉店等の理由により、お買い上げいただいた販売店に行くことができない場合はお
近くの Defi製品取扱店にご依頼いただくか、Defiお客様相談室までお問い合わせください。

検査を依頼される際には、製品の他に保証書とお客様情報を必ずご提示ください。

中古製品を購入しご使用される場合や、中古車を購入し取り付けられていた製品をご使用いただく場合
は、必ずDefi で点検 ( 有償 ) してからご使用ください。また、５年以上ご使用になった場合もDefi で点
検 ( 有償 ) してください。

取付後も製品本体、ハーネス、センサー部などを定期的に点検し、異常がないことをご確認の上、十分注
意してご使用ください。

■ラベルについて
製品に貼ってあるラベルは製品情報を特定するためのものです。絶対に剥がさないでください。

■廃棄方法について
製品を廃棄する際は、廃棄物処理法ならびにお住まいの自治体のルールに従って処理してください。パッ
ケージについてはリサイクルが可能です。(パッケージに記載されているリサイクルマークをご覧ください。)

1) 付属の OBDⅡハーネスとアダプターハーネスを繋ぎます。 
2) 1 のハーネスをキャンドライバーと車両のOBDⅡコネクターに接続し、OBDⅡコネク
ターの黄色のロック部を押し込んでコネクターが抜けないようにロックをしてください。

3) キャンドライバーの電源ハーネスのシガープラグ、イルミ入力を車両に配線します。
　スイッチ入力は配線せず、絶縁処理をしてください。 

4) 車速・エンジン回転信号出力信号ハーネスをアドバンスコントロールユニットに接続します。
キャンドライバーから出力される車速パルス・エンジン回転数パルスは、それぞれ 4パルス・4気筒です。
アドバンスコントロールユニットとADVANCE ZD は 4パルス・4気筒に設定してください。

5) キャンドライバーの電源ハーネスのイルミ出力を、アドバンスコントロールユニットの電源ハーネスのイルミ
（白）線へ配線します。
　イルミ出力信号を使用しない場合は配線せず、絶縁処理をしてください。

6) 車両のイグニッションキーをONにし、アドバンスコントロールユニットに接続されているメーターが正常に
動作することを確認します。 

アドバンスキャンドライバー 取扱説明書
■発行　　第 2版 2017 年 3月
■製造元　日本精機株式会社
■連絡先　日本精機株式会社 Defi お客様相談室
【住所】〒940-2141 新潟県長岡市藤橋 1-190-1 R&Dセンター Defi
【電話番号】（03）5814-0081 (Japanese only)　
【受付時間】10:00 ～ 12:00, 13:00 ～ 17:00（土・日曜、祝日、当社休日を除く平日）
【Webサイト】http://www.nippon-seiki.co.jp/defi/

■電源電圧：10V ～ 16VDC（12V 車専用）
■消費電流 (メーター 3台接続時の最大値 )：  ACC 1A（IGN ON 時）　暗電流 0ｍA
    ILM 線 0.5mA
■温度範囲（すべて湿度 80％以下とする）： 保存温度範囲 -30 ～ +60℃
   使用温度範囲 -20 ～ +60℃
■キャンドライバーサイズ： 76mm（縦）×86mm（横）×21.5mm（厚み）
■重量 (キャンドライバー本体 )： 75g

仕様・寸法・各部名称

構成部品・補修パーツ・オプションパーツ

対応機種

使用方法
トラブルシューティング

この度は、当社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
お客様・取り付け業者様ともに、ご使用の前に必ず本取扱説明書と保証書をよくお読みの上、十分に内容を理解してから
正しくお使いください。特に安全・取り扱いに関するご注意は必ずお読みください。取り付け後も、本書と保証書をいつで
も取り出せるところに大切に保管し、正しいお取り扱い方法でご愛用いただけますようお願い申し上げます。本製品 ( 及び
本製品が取り付けられている車 )を他の人に貸し出したり譲渡する場合は、取扱説明書及び保証書も必ずお渡しください。
なお、本品の装着に関する事故や弊害につきましては、いかなる場合においても、当社は一切の責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承いただけますようお願い申し上げます。
本製品をお取り付けの際には、取り付ける車両のメーカーが発行している整備解説書、配線図に示されている内容や安
全に関する注意事項も合わせてよくお読みいただき、十分に理解された上でお取り付けいただけますようお願い申し
上げます。また、お取り付けになる前に本体及び付属品が全て入っているかご確認ください。

CD: '17.03-2

本製品は車両のOBDⅡコネクターからISO-CAN 情報を取得し、メーターを動作させる製品です。
本製品だけでは動作しません｡ 本製品をご使用の際は必ず対応するメーターを別途ご用意ください。また、
メーターの取付時にはそちらの取扱説明書と合わせてお読みください。
※対応するメーターに関しては、本書の対応機種をご参照ください。
※対応する車種に関しては、Defi Webサイトに掲載しているCAN Driver 適合車種リストをご参照ください。

安全・取り扱いに関するご注意【必ずお読みください】

警告
注意

確　 認

取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負う可能性が想定される場合。

危険 取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負うことがあり、かつその切迫度合いが高いことが想定される場合。

取り扱いを誤った場合、傷害を負う危険が想定される場合、または物的損害の発生が想定される場合。

「必ず行っていただきたい事」、「必ず守っていただきたい事」を示しています。

本書では、取り扱いを誤った場合などの危険の程度を「危険」「警告」「注意」の 3つのレベルで分類しています。
また、本製品を安全に正しくお使いいただくために必ず行っていただきたい事項と、守っていただきたい事項
を「確認」として分類しています。内容をよくお読みいただき、十分に理解された上でお取り付けください。

取り付け作業をする前に ( 取り付け業者様へ )

本製品の使用、または故障により生じた直接・間接の損害につきましては、当社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
コード、特にコネクター部を強く引っ張らないでください。破損の原因となります。コネクターを抜く際は、ロックを確実に
押しながら抜いてください。また、コネクターによってロックの位置が異なりますので、ご注意ください。

注意

注意内容の性質表示

取扱説明書

注意（警告を含む )をしなければならない記号です。

は、行為を禁止する記号です。（絶対にしてはいけない事です。)

は、行為を指示する記号です。（必ず行っていただくことです。)

禁止
強制

アドバンス キャンドライバー　DF15601

①電源ハーネス用コネクター
 シガープラグ 【車両のシガーソケットへ接続】
 白線：イルミ入力 【スモールランプONで 12V の線へ接続】
 灰線：イルミ出力 【他の Defi 製品のイルミ入力へ接続】
 茶線：スイッチ入力 【市販の汎用プッシュスイッチ（押したらONになるプッシュオンタイプ）を接続】
  イルミ出力、スイッチ入力は必要に応じて接続してください。
  イルミ出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故障したり誤動作する可能性があります。
②OBDⅡ用コネクター
 アダプターハーネスを接続し、ISO-CAN 情報を受信します。
③車速・エンジン回転数出力コネクター
 ISO-CAN情報の車速/エンジン回転数から、車速パルス(4パルス相当)/エンジン回転数パルス(4気筒相当)を出力します。
  車速・エンジン回転数信号出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故
　　   障したり誤動作する可能性があります。
④アドバンスシステムリンク用コネクター
 対応するアドバンスシリーズのメーターを接続します。
⑤動作表示インジケーター
状態 インジケーター
車両通信接続待ち １秒毎に点滅
車両通信中 点灯
車両通信接続エラー ４秒毎に点滅

1) 付属の OBDⅡハーネスとアダプターハーネスを繋ぎます。
2) 1 のハーネスをキャンドライバーと車両のOBDⅡコネクターに接続し、OBDⅡコネク
ターの黄色のロック部を押し込んでコネクターが抜けないようにロックをしてください。

3) 電源ハーネスのシガープラグ、イルミ入力を車両に配線します。
　スイッチ入力は必要に応じて接続してください。
　イルミ 出力は配線せず、絶縁処理してください。

4) アドバンスメーターをキャンドライバーに接続します。
5) 車両のイグニッションキーをONにし、動作表示インジケーターが点灯すること、また接続されたメーターが
正常に動作することを確認します。
1台のキャンドライバーに接続できるメーターは 3台までです。4台以上は接続しないでください。製品の故
障、異常過熱の原因となり大変危険です。
対応機種欄に記載されているメーター以外のメーターは使用しないでください。

取付方法・接続構成図（お客様・取り付け業者様へ）
【接続例 1】 アドバンスシリーズのメーターを接続する場合

ロック部（黄）

引く
ロック解除状態

押し込む
ロック状態

構成部品 個数
キャンドライバー本体 1
OBDⅡハーネス 1
アダプターハーネス 1
電源ハーネス 1
車速・エンジン回転数信号出力ハーネス 1
両面テープ 1
エレクトロタップ 1
タイラップ 3
ピタック 1

補修パーツ 　品　番
電源ハーネス PDF15601H
車速・エンジン回転数信号出力ハーネス PDF15602H
管ヒューズ （2A） 2 個 PDF15603G

オプションパーツ 　品　番
ADメーターハーネス（0.25ｍ） PDF07707H
ADメーターハーネス（0.5ｍ） PDF07708H
ADメーターハーネス（1ｍ） PDF07709H
ADメーターハーネス（2ｍ） PDF07710H

警告
取付箇所・取付方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにしてください。特に安全装置や運転の
妨げになる位置に製品を取り付けないでください。誤った取付箇所・取付方法は、製品の脱落や車両
破損の原因、運転の妨げとなります。
本製品を絶対に改造・分解しないでください。保証の対象外となるだけでなく、故障や事故の原因となります。
必ず既存の配線に影響が出ないような配線を行ってください。
製品が故障したり誤動作した場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用すると車両の故障や事故の原因となります。
作業中は幼児・子供等を近づけないでください。部品等が外れて飲み込む等の恐れがあります。
乗員保護装置（エアバック等）の作動に影響を及ぼす場所に取り付けないでください。保護装置作動時にケガの恐れがあります。
車種適合表で適合不可となっている車両及び適合表に記載のない車両への取り付けはお止めください。
イルミ出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故障したり誤動作する可能性があります。
車速・エンジン回転数信号出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故障したり誤動作する可能性があります。

改造・分解

24V

12V 仕様車専用です。12V 車以外には取り付けないでください。
使用しない配線は絶縁テープなどで完全に絶縁してください。また、取付時に外したり、ゆるめた部品
やコネクター、新たに配線したものなどは必ず正しく組みつけ、固定してください。
本製品に過大な力をかけたり、ぶつけたり、落としたりしないでください。故障の原因となります。
本製品の端子などに必要以上の力を加えないでください。破損の原因となります。
本製品付属のハーネス以外で配線をしないでください。
ハンダ付けで火傷をしたり、配線・部品の端面・尖った部分等に当たり手を切傷することがないように手袋を着用してください。
車体やネジ部などに、配線をはさみ込まないようにしてください。故障の原因となります。
インストルメントパネルの助手席側及びセンターに本製品を埋め込まないでください。車両の保安基準に適合しません。
本製品に無線機や携帯電話等電波を発する機器が触れないように設置してください。製品誤動作の原因となります。
本製品は、水のかかる場所、湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所、ヒーターの吹き出し口やその周辺には取り付けないでください。
清掃するときは、電源を切り、乾いた柔らかい布で拭いてください。汚れを落とす場合は、中性洗剤に浸してよく絞った布
で拭いてください。有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、酸・アルカリ類は使用しないでください。
ハーネスは点火信号や無線、HID ユニットのハーネスなどのノイズの発生しそうな場所を避
けて配線してください。点火系などのノイズは製品誤動作の原因となります。
コード、特にコネクター部を強く引っ張らないでください。破損の原因となります。コネクター
を抜く際は、ロックを確実に押しながら抜いてください。

注意

⑤動作表示
　インジケーター
　（青）

①電源ハーネス用
　コネクター

②OBDⅡ用コネクター

④アドバンスシステム
　リンク用コネクター

アダプターハーネス 80cm

電源ハーネス 1.5m車両のシガーソケットへ

イルミ入力（白）

スイッチ入力（茶）

イルミ出力（灰）

車両のOBDⅡ
コネクターへ

OBDⅡハーネス 20cm

③車速・エンジン回転数
　出力コネクター

86mm

76mm

21.5mm

アダプターハーネス

電源ハーネス

キャンドライバー

車両のシガーソケットへ
イルミ入力

スイッチ入力

GND（アース）へ

イルミ出力 ※使用しません。

車両のOBDⅡ
コネクターへ

OBDⅡハーネス

アドバンスシリーズの以下のメーターのみ対応しています。
 ・タコメーター(9000rpm・11000rpm)
 ・ターボ計(120kPa・200kPa)
 ・インテークマニホールドプレス計
 ・水温計

1台のキャンドライバーに接続できるメーターは3台までです。4台以上は接続しないでください。製品の故
障、異常過熱の原因となり大変危険です。
上記以外のメーターおよびADVANCE ZD、スマートアダプター、スマートアダプターWは本製品に接続できません。
OBDⅡコネクタ搭載車でも、対応しない車種があります。ご購入の前に必ず適合をご確認ください。

上記以外に取扱説明書（本書）と保証書が同梱されています。紛失しないよう、保管してください。

キャンドライバーにアドバンスシリーズのメーターを接続することで、アドバンスコントロールユニットやセン
サーなしで、メーターを動作させることができます。

対応するアドバンスメーターへ

メーターハーネス
※メーターに付属

※スイッチを使用する場合は市販品を別途ご用意ください。（押したらONになるプッシュオンタイプ）

【接続例 2】 車速・エンジン回転数出力信号およびイルミ出力信号を使用する場合

ロック部（黄）

引く
ロック解除状態

押し込む
ロック状態

アダプターハーネス

アドバンスコントロールユニット

電源ハーネス

キャンドライバー

車両のシガーソケットへ
イルミ入力 : 車両のイルミ線へ

スイッチ入力 ※使用しません。

イルミ出力 :コントロールユニットの電源ハーネス イルミ線へ

車両のOBDⅡ
コネクターへ

OBDⅡハーネス

アドバンスコントロールユニットを使用している場合に、ECUから車速・エンジン回転数信号が取得できない車
両に対して、OBDⅡからデータを取得することができます。また、Defi 製品の照明が正常に動作しないイルミコント
ロール搭載車両に対して、キャンドライバーからDefi製品へ 12VイルミON/OFF 信号を出力することができます。

車速・エンジン回転数
信号出力ハーネス

キャンドライバーへ入力可能な車両のイルミコントロール信号範囲
周波数範囲： 50～300Hz
電圧範囲： 5～16V
最小パルス幅： 0.2msec以上
※上記以外のイルミコントロール信号は正常に動作しません。

■オープニング・エンディングモード
アクセサリーをONにすると、メーターがオープニング動作を行います。またアクセサリーをOFFにすると、メー
ターがエンディング動作を行い、モード終了後にメーターとキャンドライバーの電源が切れます。
■リアルモード
オープニング動作終了後、車両通信が正常な場合にリアルモードへ移行します。リアルモード中は車両情報を
リアルタイムに表示します。
■ワーニングモード
任意のワーニング値を設定することで、その値以上になったときに当該メーター内のワーニングLEDが点灯し
ます。Φ80タコメーターとΦ80専用のインジケーターを接続している場合は、ワーニングLEDと同期してイン
ジケーターが緑と赤の2段階で点灯します。
エンジンを掛けずにイグニッションONの状態で、リアルモード中に車両のライトスイッチを3秒以内に2回ON
→OFFすることにより、ワーニング設定に移行し、メーター内のワーニングLEDが点滅します。
※イルミ入力を接続していない場合は、ワーニング設定に移行できません。
■機種切替方法
ワーニング設定へ移行後、車両のライトスイッチをON→OFFする毎に、機種を切り替えます。選択される順番
は以下の通りです。
＜ターボ（インマニ）　→　タコメーター①　→　タコメーター②（Φ80接続時のみ）　→　水温　→　繰り返し＞

※接続されていない機種は選択されません。
※Φ80タコメーターが接続されている場合、ワーニングは2段階設定できます。また、タコメーター①の値は
　タコメーター②より高い設定はできません。
■ワーニング値の変更
次のいずれかの方法で設定値を変更できます。
1. アクセル操作
アクセルの踏みこみ具合に応じて、指針が３段階の速度で上昇します。
アクセル開度(小)：遅い
アクセル開度(中)：速い
アクセル開度(大)：非常に速い
※車両によっては3段階の速度で上昇しない、または動作しない場合があります。その場合は2の方法で設定してください。
2. スイッチ入力に接続したスイッチ操作（※スイッチは市販品を別途ご用意ください。）
　スイッチの押下状態に応じて、指針が2段階の速度で上昇します。
単押し：遅い
長押し：速い
※ワーニング値がメーターのMAX値に到達した場合、指針が帰零し、上昇を繰り返します。

アクセルOFFまたはスイッチOFFから5秒以上経過するとその時点の指示値がワーニング値として記憶され、
リアルモードへ移行します。
※アクセルおよびスロットルの値が一定値で変化しない状態が5秒以上続いた場合もリアルモードへ移行し
　ますが、ワーニング設定値は記憶されません。
【ワーニング初期値・設定範囲】

■ターボ計・インマニ計のゼロ点調整モード
エンジンを掛けずにイグニッションONの状態で、オープニング動作中に車両のライトスイッチを3秒以内に2
回ON→OFFすることにより、ターボ計・インマニ計のゼロ点調整モードに移行し、メーターのピークLEDが点
滅します。
※イルミ入力を接続していない場合、動作しません。
【ゼロ点調整方法】
メーターの指針が0kPaの位置から自動的に一定値まで上昇後、負圧方向へ移動し、再度上昇を繰り返しま
す。車両のライトスイッチを1回ON→OFFすることにより、OFFにした瞬間の指示値がゼロ点として記憶され、
リアルモードへ移行します。

選択機種
ワーニングLED点滅
文字板照明高輝度点灯
(車両イルミON時)
ワーニングLED点滅
文字板照明高輝度点灯

メーター
CR・RS

BF・A1

非選択機種
ワーニングLED消灯
文字板照明低輝度点灯
(車両イルミON時)
ワーニングLED消灯
文字板照明低輝度点灯

メーター 単位 ワーニング初期値 最小値 最大値 点灯条件
ターボ kPa 100 -100 200 設定値以上
インマニ kPa 10 -100 200 設定値以上
タコメーター① RPM 7000 300 11000 設定値以上
タコメーター②(Φ80のみ) RPM 8000 300 11000 設定値以上
水温 ℃ 105 0 150 設定値以上

■ピークモード　※スイッチ入力線に市販のスイッチを取り付けてください。
それまでの走行・アイドリング時の最大値を表示するモードです。リアルモード中にスイッチを押下することに
より、本モードへ移行します。本モード中はピークLEDが点灯します。
【ピークモード終了方法】
ピークモード中にスイッチを単押しした場合、リアルモードに移行します。

【ピークリセットモード】
ピークモード中にスイッチを長押しした場合、それまでの走行・アイドリング時の最大値をリセットします。リ
セットから1秒後にリアルモードに移行します。

■CR・RSメーター 照明色切替
CR・RSメーターの照明色を変更することができます。
※BF・A1メーターは照明色の変更はできません。
【切替方法】
ワーニングモード中にCR・RSメーターを選択し、ワーニング設定値がメーターのMAX値に到達（ワーニング
の最大値→最小値に変化）したときに照明色が変わります。

■シリアルエラーモード
対応機種以外のメーターが接続された場合に移行します。本モードではワーニングLEDとピークLEDが同時
に点滅し、メーターは動作しません。
※対応するメーターに関しては、本書の対応機種をご参照ください。
■Φ80タコメーター接続時のワーニング動作
【シーンA】①で設定した回転数未満の場合
ワーニングLEDは消灯の状態です。インジケーターは消灯の状態です。

【シーンB】①で設定した回転数以上になった場合
ワーニングLEDが点灯します。インジケーターは緑LEDが点灯します。

【シーンC】②で設定した回転数以上になった場合
ワーニングLEDが点滅し、インジケーターは赤LEDが点灯します。

症状

動作しない。
電源が入らない。

ユニットのインジケーターが点滅する。

イルミをONしてもCR/RSの照明が点灯し
ない。またはBF/A1の照明が減光しない。

ワーニング設定モードやターボ・インマ
ニ計のゼロ点調整モードに入らない。

アクセルを踏んでもワーニング設定値が
変更できない。

シリアルエラー表示がでる。

エンジン回転数が正常に出力されない。
車速が正常に出力されない。

車速・エンジン回転数が純正メーターと
合わない。

考えられる原因

シガープラグのヒューズが切
れている。

車両が対応していない。
メーターが対応していない。

イルミ入力の配線が間違って
いる。

イルミ入力の配線が間違って
いる。

車両が対応していない。

メーターが対応していない。

車両からSP/TA信号が出てい
ない。

対処方法

ヒューズを交換してください。

車種適合リストと対応機種を
確認してください。

イルミ入力配線を確認してく
ださい。

イルミ入力配線を確認してく
ださい。

市販のスイッチを接続し、設定
をおこなってください。

対応機種を確認してください。

車種適合リストを確認してくだ
さい。

本製品の車速・エンジン回転数は、車両からの通信データをその
まま出力しています。ご了承ください。

高エンジン回転数低
シーン

ワーニングLED

インジケーター(別売)

【シーンA】

消灯

消灯

【シーンB】

点灯

緑点灯

【シーンC】

点滅

赤点灯

①初期値：7000rpm ②初期値：8000rpm

危険
作業を行う時は必ず車が動き出さないような措置をし、エンジンを停止してから行ってください。作業中に車が動き出したり、火災の原因になり大変危険です。
配線作業中は必ずキーシリンダーから鍵を抜き、バッテリーのマイナス(－)ターミナルを外してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
シートベルトやエアバックなどの安全装置や、エンジン、ステアリング、ブレーキなどの走行性能と直接関係する部位のハーネスの加工
時および配線の接続時(ネジの脱着など)は誤配線に十分注意してください。車両不具合による事故や火災の原因となり大変危険です。
ステアリング、ブレーキなどの運転操作に直接関係する部位付近には配線しないでください。運転の妨げによる事故の原因となり大変危険です。
配線の接続はハンダ付けを行うか、エレクトロタップかギボシを使用し、接続部の絶縁を必ず行ってください。また、配線に衝撃やテン
ションがかかるところは、緩衝材やコルゲートチューブなどで保護してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
電源配線時、電源ハーネスに断線がないか、または断線しかかっていないか確認してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
ヒューズが切れた場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用するとショート事故による火災の原因とな
り大変危険です。また、車両の故障や事故の原因となります。
製品に付属しているヒューズを交換する場合は、必ず規定容量のヒューズをご使用ください。規定容量を超えるヒューズ
を使用した場合、火災の原因となり大変危険です。
製品は水のかかる場所、湿気の多い場所には取り付けないでください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
製品が故障したり誤動作した場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用すると車両の故障や事故の原因となります。

取り付けは必ず本書に従ってください。
バッテリーのマイナス(－)ターミナルを外すと、メモリー機能を持ったオーディオや時計などの記憶内容が消去される物
があります。作業終了後、それぞれの取扱説明書に従って設定し直してください。
メーターは前面に傾けないでください。オイルが漏れる可能性があります。Aの角度は90度以上でなくてはなりません。
取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書、保証書、残りの部品、パッケージは必ずお客様にお渡しください。
指針が真下から動いている場合がありますが、異常ではありません。通電すれば、正常動作します。
純正部品の取り付け、取り外しに際しては、カーメーカー発行の整備書を確認してください。
ナビゲーションシステムやカーテレビを取り付けている場合は、それら本体やアンテナ、モニター、ハーネス類からできるだけ離して本
製品の配線、取り付けを行なってください。近付けたり、ハーネスを一緒に束ねたりするとテレビ表示に影響を与える場合があります。
取付作業の際に純正部品等が破損、紛失しても、当社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

確　 認

A

90°以上

取り扱いに関して（お客様・取り付け業者様へ）

本製品はお買い上げいただいた販売店またはディーラーで取り付けてください。個人でお取り付けさ
れた場合、保証の対象外となります。
本製品を絶対に改造や分解しないでください。保証の対象外となるだけでなく故障や事故の原因となります。
走行中は安全のため本品の情報の確認は最小限の時間にとどめ、長時間凝視しないでください。前方
不注意による事故の原因となり大変危険です。
「表示がでない」などの故障状態や、「水などがかかった」「煙が出た」「変な匂いがする」などの異常な状態では使用しないでください。万一そのよう
な状態が発生しましたら、すみやかに販売店、取り付け店にご連絡ください。そのままご使用になりますと、事故や火災の原因となり大変危険です。
車両の警告灯（エンジンチェック警告灯など）が点灯した場合には直ちに車両を停止し、エンジンをオフしてください。
エンジンをオフ後、OBDⅡコネクターから本製品を取り外してください。車両の警告灯が点灯している状況で車を使い
続けると、車両故障や事故の原因となり大変危険です。
操作は車を停止して行ってください。
幼児・子供等がスイッチやその他の部品を飲み込まないようにインパネ等にしっかりと固定してください。

改造・分解

警告

旧Defi-Linkシステムとリンクさせることはできません。
同一表示（機種）のメーターは同時に接続できません。（例：ターボ計を2つ接続など）
製品の表示は参考値です。純正メーターの指示で運転してください。
本製品は照明に高輝度LEDを使用しています。LED生産上の公差による多少の色味の違いが発生する場合がありますが、製品の異常ではありません。
アイドリングストップ車の場合、アイドリングストップ時のバッテリー電圧の降下によりエンジン始動復帰時に製品の電源
がオフ/オンする場合がありますが、製品の異常ではありません。
取付後も定期的に点検を実施し、十分注意してご使用ください。使用環境や条件等によって耐久性が落ちる場合があります。
本製品を長期間使用しないときは車両から外してください。
廃棄する時は、各自治体の指示に従ってください。

確　 認

http://www.nippon-seiki.co.jp/defi/



アドバンスキャンドライバーセット 取扱説明書
■発行　　第 2版 2017 年 3月
■製造元　日本精機株式会社
■連絡先　日本精機株式会社 Defi お客様相談室
【住所】〒940-2141 新潟県長岡市藤橋 1-190-1 R&Dセンター Defi
【電話番号】（03）5814-0081 (Japanese only)
【受付時間】10:00 ～ 12:00, 13:00 ～ 17:00（土・日曜、祝日、当社休日を除く平日）
【Webサイト】http://www.nippon-seiki.co.jp/defi/

トラブルシューティング

CD SET: '17.03-2

本製品は車両のOBDⅡコネクターからISO-CAN 情報を取得し、メーターを動作させるアドバンスキャンド
ライバーと、メーターのセット品です。アドバンスキャンドライバーの取扱説明書と合わせてお読みください。
※対応する車種に関しては、Defi Webサイトに掲載しているCAN Driver 適合車種リストをご参照ください。

取扱説明書

アドバンス キャンドライバーセット
DF15701、DF15702、DF15801

補修パーツ 品番
電源ハーネス PDF15601H
車速・エンジン回転数信号出力ハーネス PDF15602H
管ヒューズ 2A(シガープラグ用 ) 2ヶ入り PDF15603G
ADメーターハーネス2m PDF07710H
ADメーターホルダー (Φ60 用 ) PDF08606G
ADモルトプレーン (Φ60 用 ) PDF07808G
ADメーター＆ZD付属品 (Φ60 用 ) PDF07809G
バックケースセット(Φ80 用 ) PDF07101G
取付バンドセット(Φ80 用 ) PDF07103G
取付金セット(Φ80 用 ) PDF07104G

上記以外に取扱説明書（本書）と保証書が同梱されています。紛失しないよう、保管してください。

症状

取り付け前の
無通電状態で、
指針が真下か
らずれている。

考えられる原因

製品の運搬中に
メーターの指針
が動いた。

対処方法

ステッピングモーター固有の特性で、無通電の状態でメーターに軽い衝
撃が加わると指針が動く場合があります。製品を動作させてから、イグニッ
ションキーをOFFしたときに指針が真下に戻ることを確認してください。真
下に戻らない場合は販売店または弊社お客様相談室にご相談ください。

品番
DF15701
DF15702
DF15801

表示範囲
0～ 9000rpm
0 ～ 11000rpm
0 ～ 11000rpm

照明色
白
白
白

構成
CAN Driver + ADVANCE BF タコメーター (Φ60)
CAN Driver + ADVANCE BF タコメーター (Φ80)
CAN Driver + ADVANCE A1 タコメーター (Φ80)

製品仕様

構成部品・補修パーツ

ラインナップ

■温度範囲(すべて湿度80％以下とする)
 保存温度範囲 使用温度範囲
メーター －30 ～ ＋80℃ －20 ～ ＋60℃

■照明色
メーターワーニングLED：赤
メーターピークLED：青

BF照明色：白　指針：赤
A1照明色：白　指針：白

数量
1
1
1
1
1
1
1
3
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
1
2
1
2
1

キャンドライバー本体
電源ハーネス1m(シガープラグ1.5m)
メーターハーネス2m
OBDIIハーネス20cm
アダプターハーネス80cm
両面テープ(1)
エレクトロタップ
タイラップ
ピタック
Φ60メーター本体
メーターホルダー
取付金
M4ボルト&ナット、ワッシャー
モルトプレーンΦ60用
両面テープ(2)
Φ80メーター本体
バックケース
モルトプレーンΦ80用
取付バンド
取付ゴム
取付金
M6ボルト&スプリングワッシャー&ワッシャー
スペーサー
タッピングネジ
両面テープ(2)

Φ60/
Φ80
共通

構成部品

Φ60

Φ80

DF15701 DF15702 DF15801
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○
○ ○ ○

○

○ ○

各部名称・寸法(ｍｍ)

Φ
60

Φ
66
.3

15.5 52.2ワーニング LED( 赤 ) メーター
ハーネス用
コネクター

ピークLED( 青 )

アドバンスインジケーター用コネクター

75
.5
～
77
 (
上
下
可
動
)

18° 32°

65.9

ラベル（製品番号）
保証書にもラベルが貼り付けてあ
ります。はがさずにご使用ください。

アドバンスインジケーター ( 別売 )
品番：DF09601

別売：Φ80タコメーター
　　  専用インジケーター
品番：PDF07108I

メーターメーター

メーターメーター

インジケーター
(別売)用
コネクター

メーターハーネス用
コネクター

内部保護用ラベル

ラベル

Φ
80

30.1

9.9

58

Φ
76
.6

Φ
86
.8

ワーニングLED(赤)
ピークLED(青)

メーター組立完成例メーター組立完成例

メーターホルダー装着時メーターホルダー装着時

取付バンドは上下に4mm可動 メーターハーネスを通す穴

インジケーター
ハーネス

69.2
91

35°30
°

71

11
6

※インジケーターは別売です。

ラベル類ははがさないでください。

取付金取付金 インジケーター(別売)インジケーター(別売)
78

29.7

Φ
32
.2

41
.6

ハーネス
20cm

品番：PDF07108I奥行き50ｘ横幅44 レギュラーポジションベゼル（別売）レギュラーポジションベゼル（別売）

メーターの前面にはめこむ
デザインリングです。

BF用　品番：PDF07105G
A1用　品番：PDF15502G

レギュラーポジションベゼル（別売）レギュラーポジションベゼル（別売）

メーターの前面にはめこむ
デザインリングです。

BF用　品番：PDF08607G

■ハーネスの配線方法

【Φ60】

メーターハーネス

■Φ60メーターホルダーと取付金の取り付け方

1) 付属の両面テープ(大)を切断します。【図1】
2) メーターホルダーの溝に取付金の凸部を挿入し、付属のボルト・ナット・ワッシャーで締め付け、固定し
てください。【図2】

3) メーターにモルトプレーンと両面テープ(b)を貼ります。【図3】
4) メーターホルダーの穴にメーターハーネスを通してメーターに接続します。
5) メーターをメーターホルダーにセットします。このとき、各ハーネスが噛み込まないように注意してください。
6) 取付金の裏面に両面テープ(a)と(b)を各2枚貼り付けます。取り付けたい場所の形状にあわせて、取付
金を曲げて、貼り付けてください。【図4】

取付方法（お客様・取り付け業者様へ）

確　認
両面テープを貼る面は、市販のクリーナーを使って、ホコリ・汚れ、油分をよく拭き取ってください。
メーターは前面に傾けないでください。オイルが漏れる可能性があります。Aの角度は90度以上でなく
てはなりません。
両面テープでの固定が不十分な場合、取付金の穴を利用し、市販のタッピングネジ（太さ4mm）等で固定してください。

【図1】 【図3】【図2】

【図4】
【ネジで留める場合】

モルトプレーン

両面テープ

ボルト
ナット

ワッシャー

取付金(裏面)

モルトプレーン
貼付位置（ネジは必要に応じて別途購入）

→キャンドライバーまたは
　アドバンスコントロールユニット/
　他のメーターへ接続

ネジ穴（Φ4.4mm）

A

90°以上

アドバンスキャンドライバーの取扱説明書を参照しながら取り付けてください。
お取り付けになる前に構成部品が全て入っているかご確認ください。

■Φ80メーターの組立方法

本図と下の手順に従ってメーター本体を取り付けます。

メーター

モルトプレーン

バックケース

両面テープ

取付バンド

取付ゴム

インジケーター（別売）

取付金

M6ボルト
スプリングワッシャー

ワッシャー

スペーサー

タッピングネジ

両面テープ

【図1】 メーター組立全体図

  1) メーターの周囲にモルトプレーンを貼り付けます。【図1】
※メーターのガラス部分に触ると指紋が付きますのでご注意ください。

  2) 取付バンドの内側の溝に取付ゴムを沿わせます。【図2】

  3) スペーサー、ボルト、ワッシャー、スプリングワッシャーを用いて、取付バンドに取付金を
仮止めします。この時点では、六角レンチを使わずに手でボルトを軽く締めた状態にして
おきます。【図3】

  4) インジケーター（別売）を取り付ける場合はインジケーターを取付バンドにはめ込み、
メーターを取付バンドに通します。この時点でインジケーターを大体どの位置に取り付
けるか決定してください。インジケーターは取付金とボルトに接触しない範囲で取付角
度を調整できます。【図4】【図5】 ※手から離すとメーターが倒れることがありますのでご
注意ください。

  5) 取付バンドにメーターをはめ込んだ状態でメーターの取付位置を決め、取り付ける部分
(インパネ等)に取付金の外形とネジ穴の位置をマーキングします。ネジ穴の位置をマー
キングする際は、下の取付金寸法図をご参照ください。【図9】
※取り付ける場所に十分なスペースがあるか確認するため、メーター、インジケーターな
どの必要な部品を組み立てた状態で取付位置を決めてください。
※メーターを傾けた際に、メーターが取付金にぶつかると傷がつく恐れがありますので、
ご注意ください。

  6) 一旦、取付金から取付バンドを外し、取付バンドからメーター・インジケーターを外します。

  7) 取付金裏面に両面テープを貼ります。【図1】【図6】

  8) 取付金を付属のタッピングネジで取付位置に固定します。

  9) 再度、取付バンドにインジケーター・メーターをはめ込みます。それぞれ取り付けたい位
置やメーターの向きを考慮してはめ込んでください。

10) バックケース内側の真ん中に両面テープを貼ります。【図1】【図6】

11) インジケーターハーネスをバックケース背面の任意の穴に外側から通し、メーター裏の
コネクターに接続します。【図7】

12) バックケースをメーターに被せます。その際、メーターハーネスのコネクターをケースの
外側から差し込めるように、「メーターハーネスを通す穴」の位置をメーター裏面のコネ
クター位置に合わせてください。インジケーターハーネスはバックケースの中に収納す
るとすっきりと配線できます。【メーター組立完成例】

13) メーターハーネスをメーター裏のコネクターに接続します。【メーター組立完成例】

14) スペーサー、ボルト、ワッシャー、スプリングワッシャーを用いて、メーターをはめ込んだ
取付バンドを取付金に取り付けます。
※取り付ける位置によっては取り付け難い場合があります。無理にハーネスを引っ張っ
たり、部品を車両などにぶつけたりしないようにご注意ください。

15) 六角レンチでボルトを締めます。メーターの角度を決め、ぐらつかないようにしっかり締
めてください。【図8】

【図2】取付ゴムをはめる

【図3】取付金に取付バンドを仮固定する

【図5】インジケーターの取付可能範囲

【図6】両面テープの使い方

【図4】取付バンドにインジケーター・
　　メーターをはめる

【図8】六角レンチでボルトを締める

【図9】取付金寸法図（実寸大：mm）
【図7】インジケーターハーネスを接続する

取付金裏面に貼る

バックケース内側に貼る

ハーネス
はバック
ケースの
外側から
通す

取付金は長い穴の方が後ろです。

Φ80タコメーター専用インジケーター・レギュラーポジションベゼルは本製品には含まれません。取り付ける場合は別途ご購入が必要です。

レギュラーポジションベゼル(別売)

【Φ80】

この度は、当社製品をお買い上げいただきまして、誠にありがとうございます。
お客様・取り付け業者様ともに、ご使用の前に必ず本取扱説明書と保証書をよくお読みの上、十分に内容を理解してから
正しくお使いください。特に安全・取り扱いに関するご注意は必ずお読みください。取り付け後も、本書と保証書をいつで
も取り出せるところに大切に保管し、正しいお取り扱い方法でご愛用いただけますようお願い申し上げます。本製品 ( 及び
本製品が取り付けられている車 )を他の人に貸し出したり譲渡する場合は、取扱説明書及び保証書も必ずお渡しください。
なお、本品の装着に関する事故や弊害につきましては、いかなる場合においても、当社は一切の責任を負いかねますの
で、あらかじめご了承いただけますようお願い申し上げます。
本製品をお取り付けの際には、取り付ける車両のメーカーが発行している整備解説書、配線図に示されている内容や安
全に関する注意事項も合わせてよくお読みいただき、十分に理解された上でお取り付けいただけますようお願い申し
上げます。また、お取り付けになる前に本体及び付属品が全て入っているかご確認ください。

安全・取り扱いに関するご注意【必ずお読みください】

警告
注意

確　 認

取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負う可能性が想定される場合。

危険 取り扱いを誤った場合、死亡、又は重傷を負うことがあり、かつその切迫度合いが高いことが想定される場合。

取り扱いを誤った場合、傷害を負う危険が想定される場合、または物的損害の発生が想定される場合。

「必ず行っていただきたい事」、「必ず守っていただきたい事」を示しています。

本書では、取り扱いを誤った場合などの危険の程度を「危険」「警告」「注意」の 3つのレベルで分類しています。
また、本製品を安全に正しくお使いいただくために必ず行っていただきたい事項と、守っていただきたい事項
を「確認」として分類しています。内容をよくお読みいただき、十分に理解された上でお取り付けください。

取り付け作業をする前に ( 取り付け業者様へ )

注意内容の性質表示

注意（警告を含む )をしなければならない記号です。

は、行為を禁止する記号です。（絶対にしてはいけない事です。)

は、行為を指示する記号です。（必ず行っていただくことです。)

禁止
強制

警告
取付箇所・取付方法は慎重に検討し、絶対に脱落しないようにしてください。特に安全装置や運転の
妨げになる位置に製品を取り付けないでください。誤った取付箇所・取付方法は、製品の脱落や車両
破損の原因、運転の妨げとなります。
本製品を絶対に改造・分解しないでください。保証の対象外となるだけでなく、故障や事故の原因となります。
必ず既存の配線に影響が出ないような配線を行ってください。
製品が故障したり誤動作した場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用すると車両の故障や事故の原因となります。
作業中は幼児・子供等を近づけないでください。部品等が外れて飲み込む等の恐れがあります。
乗員保護装置（エアバック等）の作動に影響を及ぼす場所に取り付けないでください。保護装置作動時にケガの恐れがあります。
車種適合表で適合不可となっている車両及び適合表に記載のない車両への取り付けはお止めください。
イルミ出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故障したり誤動作する可能性があります。
車速・エンジン回転数信号出力はDefi以外の製品や車両側の配線に絶対に接続しないでください。車両や製品が故障したり誤動作する可能性があります。

改造・分解

24V

12V 仕様車専用です。12V 車以外には取り付けないでください。
使用しない配線は絶縁テープなどで完全に絶縁してください。また、取付時に外したり、ゆるめた部品
やコネクター、新たに配線したものなどは必ず正しく組みつけ、固定してください。
本製品に過大な力をかけたり、ぶつけたり、落としたりしないでください。故障の原因となります。
本製品の端子などに必要以上の力を加えないでください。破損の原因となります。
本製品付属のハーネス以外で配線をしないでください。
ハンダ付けで火傷をしたり、配線・部品の端面・尖った部分等に当たり手を切傷することがないように手袋を着用してください。
車体やネジ部などに、配線をはさみ込まないようにしてください。故障の原因となります。
インストルメントパネルの助手席側及びセンターに本製品を埋め込まないでください。車両の保安基準に適合しません。
本製品に無線機や携帯電話等電波を発する機器が触れないように設置してください。製品誤動作の原因となります。
本製品は、水のかかる場所、湿気やほこりの多い場所、直射日光のあたる場所、ヒーターの吹き出し口やその周辺には取り付けないでください。
清掃するときは、電源を切り、乾いた柔らかい布で拭いてください。汚れを落とす場合は、中性洗剤に浸してよく絞った布
で拭いてください。有機溶剤（ベンジン、シンナーなど)、酸・アルカリ類は使用しないでください。
ハーネスは点火信号や無線、HID ユニットのハーネスなどのノイズの発生しそうな場所を避
けて配線してください。点火系などのノイズは製品誤動作の原因となります。
コード、特にコネクター部を強く引っ張らないでください。破損の原因となります。コネクター
を抜く際は、ロックを確実に押しながら抜いてください。

注意

危険
作業を行う時は必ず車が動き出さないような措置をし、エンジンを停止してから行ってください。作業中に車が動き出したり、火災の原因になり大変危険です。
配線作業中は必ずキーシリンダーから鍵を抜き、バッテリーのマイナス(－)ターミナルを外してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
シートベルトやエアバックなどの安全装置や、エンジン、ステアリング、ブレーキなどの走行性能と直接関係する部位のハーネスの加工
時および配線の接続時(ネジの脱着など)は誤配線に十分注意してください。車両不具合による事故や火災の原因となり大変危険です。
ステアリング、ブレーキなどの運転操作に直接関係する部位付近には配線しないでください。運転の妨げによる事故の原因となり大変危険です。
配線の接続はハンダ付けを行うか、エレクトロタップかギボシを使用し、接続部の絶縁を必ず行ってください。また、配線に衝撃やテン
ションがかかるところは、緩衝材やコルゲートチューブなどで保護してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
電源配線時、電源ハーネスに断線がないか、または断線しかかっていないか確認してください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
ヒューズが切れた場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用するとショート事故による火災の原因とな
り大変危険です。また、車両の故障や事故の原因となります。
製品に付属しているヒューズを交換する場合は、必ず規定容量のヒューズをご使用ください。規定容量を超えるヒューズ
を使用した場合、火災の原因となり大変危険です。
製品は水のかかる場所、湿気の多い場所には取り付けないでください。ショート事故による火災の原因となり大変危険です。
製品が故障したり誤動作した場合は速やかに製品の使用を中止してください。続けて使用すると車両の故障や事故の原因となります。

取り付けは必ず本書に従ってください。
バッテリーのマイナス(－)ターミナルを外すと、メモリー機能を持ったオーディオや時計などの記憶内容が消去される物
があります。作業終了後、それぞれの取扱説明書に従って設定し直してください。
メーターは前面に傾けないでください。オイルが漏れる可能性があります。Aの角度は90度以上でなくてはなりません。
取り付け作業が終了しましたら、本取扱説明書、保証書、残りの部品、パッケージは必ずお客様にお渡しください。
指針が真下から動いている場合がありますが、異常ではありません。通電すれば、正常動作します。
純正部品の取り付け、取り外しに際しては、カーメーカー発行の整備書を確認してください。
ナビゲーションシステムやカーテレビを取り付けている場合は、それら本体やアンテナ、モニター、ハーネス類からできるだけ離して本
製品の配線、取り付けを行なってください。近付けたり、ハーネスを一緒に束ねたりするとテレビ表示に影響を与える場合があります。
取付作業の際に純正部品等が破損、紛失しても、当社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。

確　 認

A

90°以上

取り扱いに関して（お客様・取り付け業者様へ）

本製品はお買い上げいただいた販売店またはディーラーで取り付けてください。個人でお取り付けさ
れた場合、保証の対象外となります。
本製品を絶対に改造や分解しないでください。保証の対象外となるだけでなく故障や事故の原因となります。
走行中は安全のため本品の情報の確認は最小限の時間にとどめ、長時間凝視しないでください。前方
不注意による事故の原因となり大変危険です。
「表示がでない」などの故障状態や、「水などがかかった」「煙が出た」「変な匂いがする」などの異常な状態では使用しないでください。万一そのよう
な状態が発生しましたら、すみやかに販売店、取り付け店にご連絡ください。そのままご使用になりますと、事故や火災の原因となり大変危険です。
車両の警告灯（エンジンチェック警告灯など）が点灯した場合には直ちに車両を停止し、エンジンをオフしてください。
エンジンをオフ後、OBDⅡコネクターから本製品を取り外してください。車両の警告灯が点灯している状況で車を使い
続けると、車両故障や事故の原因となり大変危険です。
操作は車を停止して行ってください。
幼児・子供等がスイッチやその他の部品を飲み込まないようにインパネ等にしっかりと固定してください。

改造・分解

警告

http://www.nippon-seiki.co.jp/defi/
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Φ6.4穴

本製品の使用、または故障により生じた直接・間接の損害につきましては、当社は一切の責任を負いかねますのであらかじめご了承ください。
コード、特にコネクター部を強く引っ張らないでください。破損の原因となります。コネクターを抜く際は、ロックを確実に
押しながら抜いてください。また、コネクターによってロックの位置が異なりますので、ご注意ください。

注意

旧Defi-Linkシステムとリンクさせることはできません。
同一表示（機種）のメーターは同時に接続できません。（例：ターボ計を2つ接続など）
製品の表示は参考値です。純正メーターの指示で運転してください。
本製品は照明に高輝度LEDを使用しています。LED生産上の公差による多少の色味の違いが発生する場合がありますが、製品の異常ではありません。
アイドリングストップ車の場合、アイドリングストップ時のバッテリー電圧の降下によりエンジン始動復帰時に製品の電源
がオフ/オンする場合がありますが、製品の異常ではありません。
取付後も定期的に点検を実施し、十分注意してご使用ください。使用環境や条件等によって耐久性が落ちる場合があります。
本製品を長期間使用しないときは車両から外してください。
廃棄する時は、各自治体の指示に従ってください。

確　 認
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